
長泉麗峰山の会・山行報告書                文・井上、後藤  写真・全員 

山行番．  NO.2075 

日 時  2025 年 02 月 22 日(土) 晴れ 

山 域  御坂・黒岳（1793ｍ・北尾根～南尾根） 

コース  バリ＝6:00 長泉下土狩-6:15 竹沢種苗店-7:10「河口湖郵便局」バス停)-7:38「藤の 

木」バス停にて井上、山田下車-8:07「新田」バス停近くから登山開始（北尾根）-

11:58 黒岳頂上（休憩）～12:40 下山開始（南尾根）-15:13 河口湖長崎着- 

16:44 長泉なめり駅解散 

     一般＝広瀬登山口 7:51-南尾根バリ分岐点 9:23-下の展望台 9:31-山頂 10:35～12:00 

                -登山口 13:43-長崎公園移動待機 14:00～15:30 バリ隊と合流 

標高差  上りバリ 新田 790m～黒岳 1793m＝1003m 一般＝902m 

下り   黒岳 1793m～長崎 835m＝958m   一般＝902m 

車両経費 5 名・往復 160km・有料 2 ヶ所あり＝１人 3062 円 

難易度  非常に困難  困難  バリレやや困難  普通  やや易しい  易しい 

 苦労した後に見た河口湖と富士山はすばらしい 

参加者  北尾根バリ L 井上、山田、勝又（山頂から南尾根バリを一緒に下りた）＝3 名 

南尾根一般 後藤、峰田往復（上り・勝又）＝2 名 

  

当初は八ヶ岳横岳杣添尾根の計画だったが、この 3 連休の強力な寒波の予報で変更とな

った。後藤さん、勝又さん、峰田さんは以前に、このコースを実施済みで、今回は私と山

田さんが挑戦することになった。 

 計画していた「河口局郵便局」バス停に、「凍結の為、2/16 から「三ッ峠入り口」で折

り返し運転をしている」との貼り紙があり、バスが使えないことがわかり、車で送っても

らった。 

 

 
北尾根登山口                四等三角点「大洞」 

 

下車予定の「新田」バス停の手前の「藤の木」バス停で下りてしまい、約 30 分道路を西に



歩いた。神社横から入り、高圧線 2 本が並行に走っている下から尾根にとりついた。傾斜

がきつく、落ち葉が膝まであってまるでラッセルだった。 

落石も心配した。両手を使ってなんとか這い上がった。腐った樹木が多く、うかつにつ

かめない。翌日の筋肉痛は間違いない。 

450m ほど登るとようやく傾斜が緩やかになった。散弾銃の薬きょうが木の枝にひっかけ

てあった。テープなどの印はない。一般登山道にでる直前もきつい斜度と滑りやすい斜面

だった。登山道にでると道はつるつるに凍っていた。早速アイゼンをつけていると、男女

一組がチェーンスパイクでこわごわと下ってきた。 

 

 
薬莢目印                  落ち葉地獄？ 

 

 
山頂                    富士山 

 

また、アイゼンなしで下ってくる若いフランス人男性 2 名もいた。黒岳頂上に着き、南

側から来た男性に、後藤さんら 3 人は展望台で 12 時まで待っているらしいと聞き、展望台

に行くと勝又さんが待っていてくれた。後藤さんと峰田さんは先に下ったとのこと。 

展望台からの富士山と河口湖の風景はすばらしい。急いで昼食をとって下山を開始した。 

小ピークでは地図読みの訓練ができた。スマホのアプリと 2 万 5 千図で勝又さんと私の意

見が分かれたが、山田さんの意見で、スマホアプリを拡大して予定の道から外れないこと

を確認しながら進むことにした。 



大きな岩を迂回しながら、歩きやすいルートを探した。厳しいところには何か所か長い

ロープが設置されていた。河口湖がずっと眼下に見えるがなかなか近づいてこない。よう

やく河口湖長崎に降り立った。先に下った仲間に車を回してもらい、長泉へ帰った。 

 

●南尾根一般道報告 

「富士急バスは職務怠慢だ」 

 河口湖郵便局で 2 名を下し、3 名は南尾根一般道の広瀬登山口に向かった。程なく、Y か

ら携帯で「バスは道路凍結で三ッ峠登山口までしか行っていない」の報告が入った。 

踵を返し 2 名を拾い御坂トンネルを越えた。富士急がいう「凍結」など皆無で、車はバ

ンバン走っている。過疎路線で赤字かも知れないが、これは利用者軽視の「怠慢」以外何

ものでない。私は確認していないが、ならば HP なので事前に PR しないと、予定した登山

者は、えらい迷惑をこうむる。富士急は、猛省をすべきだろう。 

それにしても「バス停にビラが貼ってあった」の報告だが、「よく気が付いた」ものだ。

気が付かなかったり、ビラが風で飛んだら、ずっと待っていたかも？（笑い） 

 

 
南尾根バリ分岐               雪は少なかった 

 

御坂路を快調に下って、前回 2017 年登山口と思った「藤ノ木バス停」で 2 名を下した。

しかし、実際の登山口は、更に下の「新田」だったようだ。 

再び戻り、広瀬登山口は看板があってすぐ分かった。昔、周りには温泉・カラオケなど

があったようだが、既に廃屋になっていた。流れのない沢を渡って対岸に取り付いた。 

ところが、転げるような急登で最初から難儀だった。ただ、私は、事前に「チエーン・

アイゼン」を装着していたのでその分楽だった。 

登山道はとにかく急だった。所々にロープもあった。南尾根バリ分岐は、1 時間半ほど

で到着。「こちらは入ってはダメ」の丸木が重ねてあった。すぐ上は、御坂トンネルから上

る板取沢コースが合流する。ここは 22 年に上ったが、やはり物凄い急登だった。 

 

「この日は好天で良かった。荒天の待機は難しい」 

下の展望台を過ぎて、上の展望台着。すぐ上が山頂。雪が少しあった。山頂で北尾根隊

に「携帯・メール・お声がけ」をしたが反応はなかった。しばらく待ったが空腹を覚え、 



 
山頂                    上の展望台 

 

展望台に戻り腹を満たした。 

結局、山頂滞在は 1 時間半だった。その間、私は 3 回山頂を往復。計画では、山頂合流

は 11:00。この時間設定は、前回 2017 年結果から立てたもの。前回は、2 月 4 日で女子を

加えた時間だから、そう無理な設定ではない。それにしてもやや遅かった。 

12:00 まで待機したが、車を南尾根バリ下山口の長崎公園に回送する任務があるので、

私と M は、K にあとを託し下山を開始。下山して、程なく K から合流の携帯があった。 

下山口に着くとバイクで来た地元のオジサンが居た。南尾根を時々上るといった。齢は

70 歳。私の年齢を聞いて驚いていた。 

車を長崎に回し待機。眠くて仕方がなかったが、やっぱり「待っている」と気になって、

安眠は出来ないものだ。1 時間半後、バリ隊は下山した。この日は、たまたま私の「78 歳

の誕生日」だった。仲間に家に寄って貰い祝杯を上げた。 

 

 上の展望台 



 



 


